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26年度予
算額［千
円］

1 一般 8 2 3
133児童・生徒の健
康と安全の確保

通学路整備事業 道路河川整備課 ○ ○

①児童・生徒が安全に通学できるよう、歩道のない通学路に歩道
を整備し、登下校における安全性の向上を図る。
②道路の拡幅等中長期的な時間を要する要望に対しては、まず
は代替的な対策で対応せざるを得ない。

2,258 7,157 7拡充

①多数の地権者と交渉し用地補償・工事を進める必要性が
ある。
②市道1号線の予備設計及び市道12号線の用地補償を推
進する。

11,205

2 一般 10 5 3
133児童・生徒の健
康と安全の確保

学校給食センター建替事業 教育総務課 ○ ○

①老朽化した２つの学校給食センター（第一・第二）を新たな
用地で１つに統合した学校給食センターに建て替える。
②衛生管理基準の適合と学校給食の質の向上、充実を図
り、安全安心な学校給食を継続して提供する。

29,703 1,558,650 1終了

①PFI方式の導入により民間のノウハウが活用された、給食
の質の向上が期待される学校給食センター施設を確保し
た。

0

3 一般 10 5 1
133児童・生徒の健
康と安全の確保

学校保健事務に要する経費 学校教育課 　　 　　

①児童生徒等の心身の発達と健康を保持するため、定期健
康診断、就学時健康診断、教職員健康診断等を実施する。
②健康診断で異常が指摘された場合、医療機関に適切につ
なげる。

32,606 33,052
6精査・検
証

①鎌ケ谷市医師会、船橋歯科医師会、船橋薬剤師会等の専門機
関に委託し、健康診断等を効率的に実施している。異常が発見さ
れた場合、適切に医療機関につなげる必要がある。
②学校保健安全法施行規則の一部改正（平成28年4月1日施行）
に伴い必須項目でなくなる、ぎょう虫卵検査等の実施について医
師会と協議する

35,598

4 一般 10 5 1
133児童・生徒の健
康と安全の確保

学校安全事務に要する経費 学校教育課 　　 　　

①日本スポーツ振興センターとの契約により、学校管理下に
おける児童生徒等の災害に対して、給付を行う。
②児童生徒の保護者へは、徹底した周知を行う必要があ
る。

10,044 9,910
6精査・検
証

①児童生徒が安全な学校生活を送る上で、継続的に行う事
業であり、保護者への周知徹底を行う必要がある。
②各学校の養護教諭としっかり連携。学校から挙がってくる
申請について、システムを基に迅速に処理する。

9,894

5 一般 10 5 1
133児童・生徒の健
康と安全の確保

通学路整備事業 学校教育課 ○ ○

①第二次通学路安全対策推進行動計画に基づき、安全施
設の整備等を行う。
②信号設置や道路の拡幅等中長期的な時間を要する要望
に対しては、まずは代替的な対策で対応せざるを得ない。

19,796 30,747
6精査・検
証

①緊急合同点検箇所についてはほぼ完了したものの、随時要望
箇所等はあり、優先順位をつけて順次工事を行う必要があるた
め。
②学校からの通学路実態調査等を基に整備工事を行う。また、安
全運転講習会などの啓発活動も積極的に取り組む。

20,572

6 一般 10 5 1
133児童・生徒の健
康と安全の確保

児童生徒安全パトロール事業 学校教育課 ○ ○

①市内の通学路や公園等において、不審者等に対する警
戒パトロール及び下校時の誘導を行う。
②下校時間帯の不審者情報も見られ、学校や青少年セン
ターともしっかり連携してパトロールする必要がある。

9,962 12,054
6精査・検
証

①児童生徒の登下校時の安全を維持する上で、継続的に行う事
業であり、各関連機関との調整の中でも、臨機応変に対応してい
く必要があるため。
②実情に合った安全パトロールをするため、巡回箇所については
引き続き学校等と協議していく。

17,849

7 一般 10 5 3
133児童・生徒の健
康と安全の確保

学校給食センター管理運営に要する経
費

学校教育課 ○ 　　
①安心安全な学校給食を児童生徒に提供する。

②適切な衛生管理を行う。
62,060 58,921

6精査・検
証

①平成２６年度からはＰＦＩ事業契約による学校給食センター運営
において安全な給食の提供を図っていく。（当該事務事業は学校
給食運営に要する経費の評価項目に変更）
②旧学校給食センター施設の有効活用の方針に至るまでの間、
必要な施設管理を適切に行う必要がある。平成２６年度は、「旧
学校給食センター管理に要する経費」として事務事業評価を行
う。

13,325

8 一般 10 5 3
133児童・生徒の健
康と安全の確保

学校給食運営に要する経費 学校教育課 ○ 　　

①学校給食センターで調理した学校給食を学校へ配送し、児童生
徒へ提供する。
②献立内容の充実及びアレルギーに対応した給食の提供を取り
組むこと。

560,617 560,960
6精査・検
証

①今年度も継続していく事業内容である。
②食物アレルギーに対応した給食を実施する。

848,358
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